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 本論文は，アメリカのリアリズム法学(Legal Realism)を代表する法学者の１人，Jerome 







で Frank に触れたもの，Frank の著作の中国語翻訳の四者から成ることが示されている．英
語文献としては，Julius Paul, Robert J. Glennonの他，最近のものとして Charles L. Barzun, 
Brian Leiter, Stewart Macaulay, Brian Tamanaha, A. D’Amato等の研究が取り上げられ，
本研究がこれらの最近のアメリカ法学における Frank の法思想の再検討の動きを踏まえ，中
国法学に対して，改めてその意義を積極的に評価するものであることが示されている． 
第２章では，Frank にとって Modern Mind が持っていた意義について，個人的な経験，法
律家としての経歴との関連が探求されると同時に，理論的な観点から，哲学的な起源，心理
学・精神分析学上の起源が跡づけられている．特に理論的な起源としては，William James, 
Charles Peirce, John Dewey, Oliver Wendell Holmes, Jr.，F.C.S. Schiller といった思
想家に代表されるプラグマティズム思想と，Jean Piaget の心理学・精神分析があったこと
が強調されている． 
第３章では，Modern Mind 概念自体を俎上に載せ，その概念を分析している．Modern Mind
は，Frank にとって法理論上の核心的な概念だっただけでなく，連邦第二巡回区控訴裁判所





多くの学者が Modern Mind の重要性を無視してきたことに対し，最近の Charles L. Barzun





が一種の Modern Mind 観念論に陥る傾向があったこと，法的安定性の理想を軽視したこと，
科学上の真理が厳密な条件に裏打ちされているのに Modern Mind にはそれに対応する真理条
件が見当たらないこと等の点で，様々な批判を浴びてきた．しかし，本論文は，Frank の挑
戦が伝統的な当時のアメリカ法学の地平を広げ，法社会学，法と経済学，法と文学，ジェン
ダー法学，批判法学, 新リアリズム法学(Neo-Legal Realism) といった現代アメリカ法理論
の出発点になったことを積極的に評価すべきであると主張している． 
第４章では，リアリズム法学の最左派としての Frank の法思想を特徴づける，真理懐疑主
















にすぎないという Modern Mind の論証構造であったことが説明されている． 
第６章では，Frank理論の法改革(legal reform)提案の側面が取り上げられる．ここでは，
Frank の構成的懐疑主義が，当時のアメリカの司法制度改革に与えた影響，及びロースクー
ルの教育改革に与えた影響が分析されている．さらに Frankが第 2 巡回区連邦控訴裁判所の
裁判官時代に出された３件の判例を素材にして，Frank の Modern Mind や構成的懐疑主義の
理論が，裁判官としても法実務に一貫して援用されていたことが具体的に示される． 
第７章では，Frank の Modern Mind 及び構成的懐疑主義が，その後の法理論・裁判理論に
与えた影響，及びそれに対する批判が検討される．ここでは，Frank が行った法理論・裁判




法学，Neo-Legal Realism 等)が Frank の法理論の系譜から生まれたこと，法的推論(legal 

















て徹底的に批判した Frank の法思想は，リアリズム法学の最左翼として，1930 年に登場して
から今日に至るまで，多くの批判に晒されてきた．現在でも多くの学説は，Frank はリアリ





の Modern Mindの再評価の中でも， Brian Leiter, Stewart Macaulay, Brian Tamanaha, A. 
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基準は，Modern Mind としての科学的な真理や倫理的な善を探求する勇気であり，自己の偏





されてきた側面であり，本論文が規範理論としての Frankの Modern Mindに改めて光を当て，
その理解を一層深めたことは大いに評価できる． 
また，本論文は，福祉の不平等，裁判の不正義，市民的権利保障の改善の必要，法改革の




























せる所でもある．本論文による研究成果は，Karl Llewellyn, Underhill Moore, Herman 
Oliphant, Max Radin 等の法学者の個別研究の一環として，清華大学法学部で行われている
アメリカのリアリズム法学の組織的な総合研究の中に位置づけられている．  
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以上の理由により，本論文を，博士(法学)の学位を授与するに値するものと認める． 
 
